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 成果概要 
本研究では大気圧プラズマで励起した中性ガスを利用した被処理物へのダメージが

ない殺菌処理技術の開発を行なっている．これまでに荷電粒子を除去できる機構を備

えたプラズマ励起中性ガス生成源を試作し，単純化した殺菌処理装置を開発した．本

年度はプラズマ励起中性ガスによる殺菌効果を確認した． 
図 1 に示すように，開発したプラズマ励起中性ガス生成源を用い，プラズマ励起中

性ガスによる殺菌効果を示す領域と殺菌に要する時間を調べた．その結果，大気圧プ

ラズマを通過した直後（50mm）では殺菌効果が弱いものの遠方（700mm）では殺菌

効果が確認できた．このことから，生成したプラズマ励起中性ガスのうち長寿命なラ

ジカル種の影響による殺菌が可能であることが明らかになった．また，ガス中の相対

湿度と殺菌効果の関係を調べたところ，殺菌効果を得るためにはガス中あるいは雰囲

気中に一定量の湿度が必要であることが明らかになった（図 2）． 
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図 1．プラズマ励起中性ガスからの距離と芽胞

の全数死滅時間の関係 

 
図 2 原料ガスの相対湿度と殺菌効果

の関係 



 
 
 
 


